
自動化可能な様々なワークフローの一部をご紹介

Chemspeed前処理自動化システム



High output product development cycle

R&Dの各ステップを全てオートメーション可能

前処理

合成

プロセスリサーチフォーミュレーション（処方）

ディスカバリー

フォーミュレーション（処方）

開発

アプリケーション

試験



柔軟なプラットフォーム

マイクロウェーブ、
HPLC、GC、

LC/MS、DART、
FT-IR、GPC
など

粉・ペースト・
ワックスの分注

液体
ハンドリング

ロボットアームのインターフェースース

ホモジナイザー
キャッピング・
ディキャッピング・
グリッピング

アレイ合成
リアクター

ミニプラントリアクター

サンプル
前処理ラック

フォーミュレーション

★30種類以上のツール

★サンプルラック・
リアクターテクノロジー

★ 3rd パーティーシステム

 インターフェース

Platform

使い捨ての反応装置



ロボティックツールTools

30種類以上の交換可能ツール

高精度秤量機能付き

分注ツール
リキッドハンドリング

アクションツール 分析ツール

• 秤量機能付き
パウダーなど固体分注

• ペーストやクリームなどの高

 
粘度液体サンプルハンドリ

 
ングツール

• 秤量機能プラスボリュメトリックな高

 
粘度サンプルハンドリングツール

• 加熱カートリッジ

• 液体ガスハンドリング
• 他

• 濃度測定

• 4シリンジポンプ付き液体

 
ハンドリングツール

• バルブ切り替えで16種類

 
の溶媒使用可能

• 1,10, 25mLシリンジ

• 精度：50uL水で<1.5%

オプション:

• ディスポーザブルチップ
• 加熱ニードル
• スプレーニードル
• pH測定

• 他

• せん断ホモジネーション

• 超音波分散

• デガッシング、リフラックス濃

 
縮機能、エバポレーション

• フィルトレーション

• キャッピング、クリンピング
• バイアル移動
• MTP移動

• ディキャッピング
• 他

• 粒子径分布、ダイナミック光散

 
乱

• pH 、温度計→コントロール・

 
調整

• 光沢測定
• 厚み測定
• 色度測定
• 他



Chemspeedシステムの特長：秤量機能付きアームでの分注Know
how

レファレンス
ボリューム
吸引

レファレンス
ボリューム
分注

レファレンス
ボリューム
秤量

密度計算
サンプル
ボリューム
計算

サンプル
ボリューム
吸引

サンプル
ボリューム
分注

反応槽を
秤量器へ
移動

秤量 分注 秤量 反応槽を移動

固体、液体、ペースト、ワックスなどを
直接分注

従来の粉などの固体サンプル分注

従来の高粘性液体サンプルの分注

Chemspeedのシステムの場合:
秤量精度: 0.1 mg 
オーバーヘッドツールで秤量しなが

 ら、混合・加熱処理などをしている

 反応槽などに直接分注



構成

AutosuiteTM: コントロールソフトウェア: 編集・実行・モニタリング



ワークフロー

AutosuiteTM:コントロールソフトウェア: 編集・実行・モニタリング



SWING あらゆる前処理の自動化

液体ハンドリング
秤量機能付きパウダー

 
分注ツール



Swing SP & RP

オートメーション化したサンプルと反応の前処理

固体を投与する 液体を投与する
ホモジナイズ
又は

超音波照射

キャッピング・
クリンピング

SPE 分析する

ユニークな固体を投与する技術は、あらゆる

 
種類の容器（MTPのような）バイアルまたは反

 
応装置に投与することができます。



Swing SP & RP

Automated sample and reaction preparation

2mlの
クリンプ可能な
バイアルに、
10mgまたは
リファレンス
サンプルを投与

50-100回
繰り返す

バイアルを
クリンプする

バイアルを他の
ラボに移動

ユニークな固体を投与する技術は、あらゆる種

 
類の容器（MTPのような）バイアルまたは反応

 
装置に投与することができます。



Swing SP & RP

Automated cell assayオートメーション化した細胞アッセイ

MTPのウェルに、
ポリマー溶液を
投与する

溶液を再度
吸引することで、
ウェルを覆う

乾燥したエアー
でコーティング
を硬化させる

ウェルを覆う
ために細胞溶液
を加える

ユニークな固体を投与する技術は、あらゆる

 
種類の容器（MTPのような）バイアルまたは

 
反応装置に投与することができます。

インキュベート
Transfer to plate 
reader & quantify 

cell growth



Swing

溶解度テストとスクリーニングそして分析サンプルの前処理ワークフローの例

年間3,000以上の溶解度スクリーニング

混合溶媒における溶解度スクリーニング

pH調整を伴う分析サンプルの前処理

サンプルの識別

固体、ペースト
と液体を
投与する

加熱と撹拌 溶解度分析

サンプルの識別 液体を投与する 加熱と撹拌 均一性評価（yh）

水における溶解度分析

サンプルの識別 液体を投与する 撹拌 pH測定と調整 撹拌
オフラインの

インキュベーション



Sweigher

自動化された秤量、キャッピング、クランピングとキャップの除去…

バイアルを
つかむ

バイアル
バーコードを
読みとる

風袋を秤量する
内部天秤上
のバイアルの
重量を計る

固体（SDU）
を加える

液体（4NH）を
加える

内部天秤上
のバイアルの
重量を計る

サード・パーティ
装置へ

サンプルを出す
（オフライン）

バイアルを
再計量する

化学質量を
計算する

データを
保存する

ストレージの
ためのキャップ

/クリンプ

バイアルを天秤から移動します

秤量機能付きの分注ツールで固体試料

を添加

液体の化合物を添加します

バイアルをキャップし、そして、クリンプします



Swing Liquid Gas RP

液化モノマーの重合スクリーニング

メチルシクロ
ヘキサン
分注

エトキシテトラ
ヒドロキシフラン
溶液分注

スチレン分注
ブタジエン
分注

ｎ-ブチルリチウム
溶液分注

重合キネティクス

メチルシクロ
ヘキサン
分注

液化ブタジエン
分注

ジイソブチル
アルミニウム
ハイドライド
溶液分注

触媒溶液
分注

データ
マネージメント



SWING XL – 残留農薬分析前処理（QuEChERS法）の自動化

SWING XL

0.5 - 8mL 上

 

澄を30mLバ

 

イアルへ

ファルコン

 

チューブへサ

 

ンプルロード

0.5 - 8mL 上

 

澄を30mLバ

 

イアルへ

開/閉 1 – 2分
振とう

4500 rpm で
5分間遠心 開/閉

窒素でエバ

 

ポレート

0.5-2mL
溶媒添加 開/閉 30秒

振とう

5-10mL
試薬分注

2400 rpmで1分間

 

ボルテックス

試薬A 
0.5g – 5g 添加

試薬B
0.5g – 5g 添加 開/閉 2400 rpmで1分

 

間ボルテックス

4500 rpm で
5分間遠心 開/閉

開/閉
サンプルを

 

2mLバイア

 

ルへ

キャップ GC

0.5 – 1mL 
上澄を2mL 
エッペンへ

開/閉 1 – 2分
振とう

4500 rpm で
5分間遠心 開/閉

0.5 - 8mL 上

 

澄を30mLバ

 

イアルへ

窒素でエバ

 

ポレート

0.5-2mL
溶媒添加 開/閉 30秒

振とう
開/閉

サンプルを

 

2mLバイア

 

ルへ

キャップ LC

0.5 - 8mL 上

 

澄を30mLバ

 

イアルへ

窒素でエバ

 

ポレート

0.5-2mL
溶媒添加 開/閉 30秒

振とう
開/閉

サンプルを

 

2mLバイア

 

ルへ

キャップ LC

スループット

 
= 1日96ファルコンチューブ（4×24サンプル）



SWING XL –残留農薬分析前処理（QuEChERS法）の自動化

1 x 24
Falcon Tubes

1 x 36
30 ml Vials

Shaken

1 x 72
10 ml Vials

Heated/Shaken

Gripper
Capper/
Crimper

GDU-P
Containers

GDU-P Dilutors
Screw

Open/Close
Tool

4NH - Liquid 
Handling Unit

96 x 2 ml 
Vials Crimp 

Rack

Centrifuge
Unit

Vortex
Unit

Evaporation Unit

96 x 2 ml 
Eppendorf

Rack Shaken

SWING XL


